








肝不全を自然発症する Long Evans Cinnamon(LEC)ラットの糸球体病変を 3 ケ月齢より 15

ケ月齢まで経時的に観察し、ヒト慢性肝疾患における糸球体病変との関連で検討し以下の

知見を得た。LEC ラットには IgA のメサンギウムヘの沈着を特徴とし、加齢に伴い進行す

る糸球体病変が認められた。この糸球体病変は、ヒトの hepatic IgA glomerulonephritis

に酷似しており、LEC ラットはヒト慢性肝疾患に合併する糸球体病変の動物モデルとなる

と考えられた。 


